
資料４ 

浄化槽専門委員会の進め方について（案） 

 

基本的な考え方 

○ 中間取りまとめにおいては、「平成１７年度浄化槽法改正に伴う省令事項

等」のほか、「浄化槽の維持管理に係る業務の在り方」及び「今後、取り組む

べき重要課題」として多くの課題が掲げられている。 

○ これらのすべての課題を同時に審議した場合、議論が発散するおそれが

あることから、当面はいくつかの課題に集中して審議を行うこととし、ほかの

課題については、これらの審議の進捗状況を見て、引き続き審議を行うべき

ではないか。 

 

当面、審議を行う課題について 

（１） 浄化槽の維持管理に係る業務の在り方について 

○ 浄化槽の維持管理に係る業務の在り方についての検討は、平成１７年の

法律改正に伴う省令事項等の検討とともに、浄化槽専門委員会の設置に際

して、急ぎ行う必要があるとした事項であり、中間取りまとめにおいても引き

続き審議を行うこととされている。 

（２） 国民への普及啓発の一層の促進について 

○ 浄化槽管理者から浄化槽の維持管理の必要性について理解が得られて

おらず、これが法定検査の受検率が低迷する一因ではないかとの指摘があ

るなど、浄化槽の維持管理に係る業務の在り方と密接な関係があることから、

併せて審議を行うべき。 

○ また、その審議の際には、国民への普及啓発の促進方法について審議す

るだけでなく、国民が理解しやすい浄化槽の整備や維持管理についても併

せて審議する。 

（３） 単独処理浄化槽の対策について 

○ 単独処理浄化槽に関する「既設の単独処理浄化槽の浄化槽への転換対

策について」及び「違法単独処理浄化槽への対策について」の二つの課題

について、平成１８年度予算概算要求において単独処理浄化槽の撤去費



    

の助成対象化を要求中であることに留意し、国民の理解しやすさという見地

からの審議を中心に行う。 

 

上記の課題に関する審議の進捗状況を見て、引き続き審議を行う課題について 

（１） 浄化槽の整備による効果の調査研究の推進について 

（２） 浄化槽汚泥の処理体制の確保について 

（３） 浄化槽の海外展開について 

（４） 技術開発の促進について 

（５） 窒素及び燐の扱いについて 

 

 


